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（１）事業の目的

・北海道縦貫自動車道は、函館市を起点とし、室蘭市、札幌市、旭川市、士別市、名寄市等を経由して稚
内市に至る高規格道路。

・士別剣淵～名寄は、高速ネットワークの拡充による道北圏と道央圏の連絡機能の強化を図り、地域間
交流の活性化及び物流の効率化等の支援を目的とした士別市南町東から名寄市字豊栄に至る延長
２４．０ｋｍの事業。

■位置図 ■事業概要図

１．事業の概要

旭川市

士別市
名寄市
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（2）計画の概要 （3）経緯

①起点 ‥‥北海道士別市南町東

終点 ‥‥北海道名寄市字豊栄

②計画延長‥‥２４．０ｋｍ

③幅員 ‥‥１２．０ｍ

④構造規格‥‥１種２級

⑤設計速度‥‥１００ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥暫定２車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

平成 ３年度 整備計画（士別市～名寄市間）

平成 ５年度 施行命令（士別市～名寄市間）

平成１５年度 「抜本的見直し区間」の設定（士別市～名寄市）

平成１５年度 整備計画の施行主体の変更

（新直轄方式に切替（士別市～名寄市））

平成１７年度 「抜本的見直し区間」について、

「緊急に整備すべき区間」を設定

（士別剣淵～士別市多寄町）

平成１９年度 用地補償着手

工事着手

平成２０年度 事業再評価

平成２３年度 事業再評価

平成２６年度 事業再評価

平成２６年度 整備計画変更（士別市多寄町～名寄市の事業再開）

平成２９年度 事業再評価

令和 ３年度 事業再評価

令和 ５年度 事業進捗率63％

■横断図

みなみまちひがしほっかいどうしべ つ

ほうえい

１．事業の概要

※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（令和５年３月末時点）

4

暫定２車線 （単位：ｍ）

ほっかいどうなよ ろ



（1）事業を巡る社会情勢等の変化

２．事業の必要性等
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[その他]
・平成２０年 ４月

道の駅 「もち米の里☆なよろ」開業
・平成２９年１０月

シーニックバイウェイ北海道
「天塩川シーニックバイウェイ」登録

・令和 ３年 ５月
道の駅 「羊のまち 侍・しべつ」開業

[市町村合併の状況] 
・平成１７年９月 士別市及び朝日町が

「士別市」となる
・平成１８年３月 名寄市及び風連町が

「名寄市」となる
・平成１８年３月 枝幸町及び歌登町が

「枝幸町」となる

[高速交通ネットワークの整備]
・平成 ９年１１月 名寄美深道路

名寄ＩＣ～名寄北ＩＣ開通
・平成１５年 ３月 名寄美深道路

名寄北ＩＣ～智恵文南入口開通
・平成１５年１０月 北海道縦貫自動車道

和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ開通
・平成１６年１１月 豊富バイパス

豊富サロベツＩＣ～豊富北ＩＣ開通
・平成１８年１１月 名寄美深道路

智恵文南入口～智恵文ＩＣ開通
・平成２２年 ３月 名寄美深道路

智恵文ＩＣ～美深ＩＣ開通
・平成２２年 ３月 幌富バイパス

幌延ＩＣ～豊富サロベツＩＣ開通
・平成２５年 ３月 名寄美深道路

美深ＩＣ～美深北ＩＣ開通
・令和 元年 ９月 北海道縦貫自動車道

和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ間
暫定2車線区間における4車線化の
優先整備区間に選定



平成18年3月［名寄市］
名寄市と風連町が合併

（旧歌登町）

（旧枝幸町）

（旧風連町）（旧士別市）

（旧朝日町）

枝幸町

（旧名寄市）

平成17年9月［士別市］
士別市と朝日町が合併

名寄市

士別市

士別剣淵～名寄

L=24.0km

（1）事業を巡る社会情勢等の変化

北海道縦貫自動車道
平成15年10月 和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ開通
令和元年 9月 和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ間

暫定2車線区間における4車線化の優先整備区間に選定

２．事業の必要性等

写真：稚内開発建設部

豊富バイパス
平成16年11月
豊富サロベツＩＣ～豊富北ＩＣ開通

幌富バイパス
平成22年３月
幌延ＩＣ～豊富サロベツＩＣ開通

写真：稚内開発建設部
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名寄美深道路
平成 9年１１月 名寄ＩＣ～名寄北ＩＣ開通
平成15年 ３月 名寄北ＩＣ～智恵文南入口開通
平成18年１１月 智恵文南入口～智恵文ＩＣ開通
平成22年 ３月 智恵文ＩＣ～美深ＩＣ開通
平成25年 ３月 美深ＩＣ～美深北ＩＣ開通

写真：旭川開発建設部

平成18年3月［枝幸町］
枝幸町と歌登町が合併

平成20年４月
道の駅
「もち米の里☆なよろ」開業

写真：旭川開発建設部

令和３年５月
道の駅
「羊のまち 侍・しべつ」開業

写真：旭川開発建設部



２．事業の必要性等
（2）事業の整備効果

○救急搬送の安定性向上
・名寄以北地域から旭川市等の高次医療機関への救急搬送時間が短縮され、救急搬送の速達性・安定性向上が期
待される。

○水産品の流通利便性向上
・市場や物流拠点への定時性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、水産品の流通利便性向上が期待される。

○農産品の流通利便性向上
・混雑する市街地を回避し、物流拠点等への定時性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、農産品の流通利便性

向上が期待される。

○生体牛の流通利便性向上
・輸送中のストレスの低減が図られる速達性及び安定性の高い輸送ルートが確保され、生体牛の流通利便性向上が
期待される。

○道路交通の安全性向上
・物流等の広域交通と生活交通の分散が図られることで、隣接する名寄バイパスの事故率減少と同様の効果が期待
され、道路交通の安全性向上が期待される。

○観光地への利便性向上
・高速ネットワークが拡充され、主要観光地へのアクセス性が向上することで道北地域の広域観光の活性化が期待さ
れる。
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104分

77分

68分

心疾患

18.8%

脳疾患

7.9%
呼吸器系

6.9%

消化器系

6.9%
泌尿器系

3.0%

その他

56.4%

R3年

疾患別

救急搬送件数

101件

・名寄以北地域から旭川市や札幌市等への救急搬送件数は年間１０１件。
・道北三次医療圏の面積は四国４県と同程度であるが、救命救急センター数は１/４と限られており、救急
患者を遠距離搬送せざるを得ない実態。旭川市等への遠距離搬送による搬送患者及び救急隊の負担
は大きく、速達性・安定性の高い救急搬送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、名寄以北地域から旭川市等の高次医療機関への救急搬送時間が短縮され、
救急搬送の速達性・安定性向上が期待。

（2）事業の整備効果（救急搬送の安定性向上）

稚内地区
旭川市26件
札幌市4件

南宗谷地区
旭川市9件

上川北部地区
(名寄市を含む)
旭川方面52件
札幌方面6件

救命救急センター
旭川赤十字病院
旭川医科大学病院札幌方面へ

■地域の声 （R5.5 消防署職員）
・稚内市から旭川市への救急搬送は、高規格道
路を利用しても約４時間を要するため、搬送時
間の短縮が課題となっています。

・特に、 士別市街地は信号交差点が多く、緊急

走行時の交差点での加減速による揺れや振
動、横侵入車両への配慮など搬送中患者の負
担軽減及び、走行安全性の確保のため通過に
時間を要しています。

・課題の多い士別市街地を回避でき、救急搬送
の速達性及び安全性の向上が図られ、かつ長
距離搬送患者の負担も軽減されることから士
別剣淵～名寄の早期整備に期待します。

２．事業の必要性等

北留萌地区
旭川市3件
札幌市1件

【当該道路を利用する旭川・札幌方面への
救急搬送状況（R3年）】
※図中の地区分類は

消防署の管轄に準ずる。

出典：稚内地区消防事務組合、南宗谷消防組合、
上川北部消防事務組合、北留萌消防組合
の各消防本部ヒアリング

【名寄市～旭川赤十字病院間の所要時間の変化】
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道北の三次救急
医療機関の医療
圏は、四国4県
と同等

四国４県と道北との面積比較

１８，６９0ｋｍ２

１８，８０３ｋｍ２

出典：R5全国都道
府県市区町村別面
積調（国土地理
院）、日本救急医
学会資料（R5.1）

救急救命センター
４県（12箇所）

1,567k㎡/箇所

※士別剣淵IC ～名寄IC間の旅行速度は、70.0km/h（夏期）で算出。
出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査

２7分短縮

３６分短縮

【一般国道使用】
（名寄市～R40～旭川赤十字病院）

【現状】
（名寄市～R40～士別剣淵IC～旭
川鷹栖IC～旭川赤十字病院）

【整備後】
（名寄市～名寄IC～士別剣淵IC～
旭川鷹栖IC～旭川赤十字病院）

【旭川・札幌方面への疾患別救急搬送割合（R3年）】

出典：稚内地区消防事務組合、南宗谷消防組合、
上川北部消防事務組合、北留萌消防組合の各消防本部ヒアリング

名寄以北地域から旭
川・札幌方面への搬
送は、101件/年

当該道路と並行する国道40号
・信号交差点：３３か所

心疾患の搬送
が約2割

救急救命センター
３箇所

6,230k㎡/箇所



稚内市

249ｔ

18.6%

猿払村

140ｔ

10.5%

浜頓別町

171ｔ

12.8%枝幸町

278ｔ

20.8%

利尻富士町 2ｔ 0.1%

礼文町 1ｔ 0.1%

雄武町 44ｔ 3.3%

白老町 32ｔ 2.4%

森町 28ｔ 2.1%

苫小牧市 27ｔ 2.0%

その他道内 364ｔ

27.2%

（2）事業の整備効果（水産品の流通利便性向上）

・宗谷管内は、ホタテの漁獲量が全道の約３割、毛ガニの漁獲量が全道の約６割を占めるなど、水産業
が盛んな地域であり、道内外への出荷のほか、ホタテの一部は海外へも出荷。

・市場や物流拠点までの輸送距離が長く、輸送が遅延した場合には取引価格低下等の損失が発生する
ため、信号交差点の連続する市街地を回避する定時性及び速達性の高い輸送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、市場や物流拠点への定時性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、水産
品の流通利便性向上が期待。

２．事業の必要性等

猿払村

浜頓別町

枝幸町

稚内市

【宗谷管内のホタテ漁獲量割合】 【宗谷管内の毛ガニ漁獲量割合】

出典：北海道水産現勢（北海道：R3年）

【宗谷管内からの水産品の輸送状況】

■地域の声 （R5.5 水産品輸送会社職員）
・宗谷管内から旭川や札幌の卸売市場までは長距離輸送であり、途中市街地などでは信号交差点が多く輸送
に大変時間がかかります。

・市場への遅延が生じて当日の取引に間に合わず、翌日の取引となった場合、生鮮ホタテ等の魚介類の取引
価格の低下や荷物の保管料が発生します。その場合、損失分の費用を輸送会社が負担します。

・当該道路の利用により、輸送所要時間が短縮され、輸送の定時性及び確実性が向上し、これらの損失が減
少することが期待されます。また、信号交差点がなく一般道よりも安全性が高いためドライバーの負担も軽減
されることから、早期の整備に期待しています。

毛ガニ
漁獲量
（全道）
1,336t
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出典：北海道水産現勢（北海道：R3年）

【拡大図】

信号交差点
33箇所

旭川・札幌市場及び苫小
牧港等から道外等へ出荷

士別市街に信号
交差点が集中!

稚 内 市～ 旭川市間
輸送距離：約250km

約841ｔ
全道の
約６割

出典：水産品輸送会社ヒアリング

輸送品目:ホタテ（冷凍殻
付き、活、生鮮、玉冷等）、
毛ガニ、水産加工品他
輸送元:漁協（宗谷、枝幸、
頓別、猿払等）、加工業者

稚内市

44.3千ｔ

10.0% 猿払村

51.6千ｔ

11.7%
浜頓別町

15.9千ｔ

3.6%枝幸町

28.7千ｔ 6.5%

利尻富士町

0.02千ｔ

0.003%

北見市

44.4千ｔ

10.0%
湧別町

40.9千ｔ

9.2%

紋別市

38.5千ｔ

8.7%
別海町

23.5千ｔ

5.3%

網走市

20.8千ｔ

4.7%

その他道内

134.5千ｔ

30.4%
ホタテ
漁獲量
（全道）
443.1千t

約141千ｔ
全道の
約３割

】



・名寄市のアスパラガスの収穫量は全道１位であり、約４割は苫小牧港を経由して道外へ出荷。下川町
で近年栽培が盛んなフルーツトマトは約９割を新千歳空港から道外へ出荷。

・消費地までの輸送距離が長く、信号交差点が連続し混雑する市街地の通過により、農産品の輸送時の
品質低下が発生するため、定時性及び速達性の高い輸送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、混雑する市街地を回避し、物流拠点等への定時性及び速達性の高い輸送
ルートが確保され、農産品の流通利便性向上が期待。

アスパラ ガス（約368トﾝ／R4年度）

出荷期間：4月上旬～7月上旬 4tトラック2台/日、10tトラック1台/日

全道収穫量上位ランキング（R3年）

（2）事業の整備効果（農産品の流通利便性向上）

出典：出荷実態:JA北はるか、JA道北なよろヒアリング(R5年度) 

■地域の声 （R5.5 農協職員）
・フルーツトマトは、鮮度が重要な付加価値となるため、収穫・予冷したものを、その日のうち
に新千歳空港から道外市場に輸送しています。また、トマトは夏の暑い時期に出荷量が多
くなり、市場や店頭に並ぶ頃にちょうどよく追熟されるように逆算して収穫・出荷しており、市
場着荷が遅れると日持ちがしなくなることや過剰な追熟で品質低下となり取引価格は下落
してしまいます。そのため物流拠点への定時性及び安定性が高く、確実な輸送が必要です。

・当該道路の利用により、混雑する市街地の回避による空港等輸送拠点への所要時間短縮
が図られ、輸送の定時性及び速達性が向上し、農産物の鮮度保持が確保されることで、地
域農産品のブランド化の促進にも寄与することから、早期整備に期待します。

札幌市
苫小牧港
新千歳空港へ

２．事業の必要性等

【農産品の輸送状況】

フェリー：
アスパラガス

当該道路と並行する国道40号
・信号交差点：３３か所

ＪＡ道北なよろ

ＪＡ北はるか

集荷対象市町村
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航空便
フルーツトマト

フルーツトマト（約247ﾄﾝ／R4年度）
ブランド名:はるかエイト(糖度8以上)、はるかセブン
出荷期間：6月～10月下旬 4トントラック等出荷量に併せて設定
共選施設での7月～8月の出荷量は、フルーツトマトの中で全道1位 (ホクレン・
JA調べ)

出荷量等：JA北はるか

出荷量：JA北はるか・
JA道北なよろの合計値

フルーツ
トマト

出荷量
247ｔ

アスパラガス
出荷量
368ｔ

関東

32%
東海

3%

関西

2%
道外

（他）

3%

道内

60%

道外約4割

関東

70%

道外（他）
25％

道内
5％

道外約9割超

全道収穫量：北海道野菜地図
(R5.2版 発行：北海道農業協
同組合中央会、ホクレン農業
協同組合連合会) 
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（2）事業の整備効果（生体牛の流通利便性向上）

・宗谷、留萌管内及び上川北部地区で飼育された生体牛は、主に、豊富町の家畜市場に出荷され、取引
後、約７割が当該道路と並行する国道４０号を利用し、旭川・帯広・北見方面の購買者へ輸送。

・生体牛は、長時間輸送や頻繁な停止・発進による輸送中のストレスで、体重減や疾患等が発生するこ
とから、信号交差点等が多い市街地を回避するなど速達性、安定性の高い輸送ルートの確保が課題。

・当該道路の整備により、輸送中のストレスの低減が図られる速達性及び安定性の高い輸送ルートが確
保され、生体牛の流通利便性向上が期待。

【豊富家畜市場の
生体牛の方面別販売先（R4年度）】

ホクレン豊富家畜市場の概要

◆管内外の牛や馬、豚などの家畜類

の販売・取引を実施

◆年間セリ回数：52回（R4年度）

◆年間取引頭数：27,699頭（R4年度）

出典：ホクレン豊富家畜市場ヒアリング

【拡大図】

帯広・旭川・北見
へ出荷

信号交差点
33箇所

■地域の声 （R5.5 家畜市場職員）
・士別市街地は、信号交差点が連続し、加減速や発進停止の繰返しにより、
牛は大きなストレスを受けます。輸送ストレスによる肺炎等呼吸器疾患の罹
患や妊娠牛の早・流・死産、打撲・骨折事例は年に数十件発生しています。

・また、10か月前後の素牛（300㎏程度）で長距離輸送に伴い20㎏程度の体

重減が発生します。取引価格は市場出荷時の㎏単価であり、購買先到着時
の体重減少分の回復に要する餌代等の費用は購買者の負担となります。

・当該道路の利用により、輸送時間の短縮や信号交差点の連続する市街地
を回避し、安定した走行が可能となり、輸送ストレスに起因する疾病や事故、
体重の減少割合の低下が期待されることから早期整備に期待します。

【豊富家畜市場からの生体牛の輸送状況】

ホクレン豊富家畜市場

11

士別市街に信号交差点が集中!
交差点での停発進による揺れ・振動に
より長距離輸送中の生体牛への大き
なストレスが負荷

【豊富家畜市場の
生体牛※取引頭数の推移】

出典：ホクレン豊富家畜市場ヒアリング

道北圏の畜産を支える市場として
年間約3万頭が取引

２．事業の必要性等

旭川

支所管内

6,857頭

24.8%

帯広

支所管内

6,739頭

24.3%

北見

支所管内

4,882頭

17.6%

稚内支所管内

2,915頭

10.5%

留萌支所管内

1,981頭

7.2%

その他道内

2,373頭

8.6%

道外

1,952頭

7.0%

販売頭数
27,699頭

販売総数の約7割、
約２万頭/年が国道
40号を利用して出荷

※ホクレン豊富家畜市場で取引される生体牛の種類:
肉用種(主に牛肉生産及び肉用牛生産用)、乳用種
(主に生乳生産用)



（2）事業の整備効果（道路交通の安全性向上）

２．事業の必要性等

・当該道路と並行する国道40号は、過去５年間で１９件の死傷事故が発生。
・市街地の交差点を起因とする追突・右左折時の事故や、郊外部における重大事故リスクの高い正面衝
突事故など、道路交通の安全性が課題。

・当該道路の整備により、物流等の広域交通と生活交通の分散が図られることで、隣接する名寄バイパス
の事故率減少と同様の効果が期待され、道路交通の安全性向上が期待。

追突

9件

47%

正面衝突

4件

21%

右左折時

3件

16%

出合頭

2件

11%

相互その他

1件

5%

死傷事故件数

19件

【並行現道の事故類型別
事故発生割合（H29～R3年）】
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高規格

並行現道
19 

0
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15

20

25

開通前

（H29～R3年）

開通後

出典・写真：旭川開発建設部

■名寄バイパス（隣接供用区間）位置
【隣接区間及び当該区間における

死傷事故件数の変化】

約8割減

名寄バイパス
（隣接供用区間）

2
17

（件） 当該区間

減少が
期待

（件）

出典：旭川開発建設部

信号交差点密度が高い士別市街
で旅行速度低下に起因する追突・
右左折時事故割合が高い

並行現道区間

郊外部で死亡事故に結びつきやすい
正面衝突による重大事故が多発!

【死傷事故発生状況（H29～R3年）】

大型車事故（R3.4）

信号交差点での事故（R2.4）

【発生事故類型割合】

【沿道状況別の
平均旅行速度（R3年）】

33.4

48.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

市街地 郊外部

出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査

【交通事故発生状況】

12

追突が
約５割

全て重大事故

市街地で
旅行速度
が低下

当該道路と並行する国道40号
信号交差点：３３か所
(内士別市街18か所)

出典：旭川開発建設部

46%

50%

43%

31%
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8%

33%

15%

8%

17%

17%

8%

0%

9%

0%

8% 3%

並行現道郊外部

並行現道市街地

全道国道平均

追突 正面衝突 右左折時 出合頭 相互その他 人対車両 車両単独

追突多発 右左折時事故多発

正面衝突多発



（2）事業の整備効果（観光地への利便性向上）

■地域の声 （R5.5 観光協会職員）
・旭川市等から名寄市への高速交通網の整備による移動時間の短縮は、観光客の行動
特性に大きな影響を与え、地域への観光客増につながります。地域の観光振興に大き
く寄与することから当該道路の早期整備に期待します。

■地域の声 （R5.6 観光エージェント職員）
・これまで時間距離の関係で、滞在時間や立ち寄り箇所等の制約が大きかった名寄以
北地域への観光バスツアーにおいて、当該道路の整備により移動時間が短縮されるこ
とで、観光地間の周遊性が向上し、より魅力的な観光ツアーの造成が期待できること
から、早期整備に期待します。

２．事業の必要性等

【沿線の主な観光地、観光ツアー事例】 【利尻礼文サロベツ国立公園】
利尻島・礼文島入込客数：約13万人(R3年度)宗谷圏

観光入込客数
195万人

（H29-R1年度平均）

上川北部圏※
観光入込客数
111万人

（ H29-R1年度平均）

旭川空港

・名寄以北地域は、利尻礼文サロベツ国立公園や温泉等の豊かな観光資源に恵まれており、年間約３００
万人の観光客が来訪。

・一方で、観光地が広域的に分散し、空港等の交通拠点からのアクセスが不便であり、地域内での周遊
性が低下し、滞在時間や訪問箇所数に制約を与えている実態。

・当該道路の整備により、高速ネットワークが拡充され、主要観光地へのアクセス性が向上することで道
北地域の広域観光の活性化が期待。

13

所要時間(旭川空港～名寄市間)
【現状】
時間(夏期):102分

(冬期):113分
【士別剣淵～名寄整備後】
時間(夏期): 89分(13分短縮)

(冬期): 99分(14分短縮）

出典：北海道観光入込客数調査報告書
写真：旭川開発建設部

※士別剣淵IC ～名寄IC間の旅行速度は、70.0km/h（夏期）
64.4km/h（冬期）で算出。

出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
※上川北部圏：名寄市、
下川町、美深町、音威
子府村、中川町の全域

出典：北海道観光入込客数調査報告書、観光エージェントヒアリング

【宗谷圏・上川北部圏
観光入込客数】

出典：北海道観光入込客数調査報告書

1,938 1,828
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3,061
2,921

3,186

1,944 1,984

0
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2,000
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3,000

3,500

H29 H30 R1 R2 R3

宗谷圏観光入込数 上川北部圏観光入込数

（千人）

（年度）

観光入込客数
年平均約300万人
(H29～R1年度平均)

※R2-R3は新型コロナに伴う移動制限
による減少

旭川空港への
アクセス性が向上



（2）事業の整備効果（CO2排出量の削減）

２．事業の必要性等

14

・ＣＯ２排出量は、整備なしでは、7,381,950（ｔ-ＣＯ２／年）。

・当該道路の整備により、7,374,589（ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、

7,362（ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。

ＣＯ２削減量

７，３６２ｔ-ＣＯ２/年

森林換算

約６９４ｈａ

（札幌ドーム約１２６個分に相当）

■CO2排出量

出典：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22 年度版）」
国土技術政策総合研究所資料No.671 (2012)）

■自動車の旅行速度とCO2排出原単位との関係

※対象地域：北海道全域
※令和22年度将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6 ｔｰCO2/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更

２．事業の必要性等

・令和３年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計等を見直した結果、以下の変更要因を確
認し、全体事業費が約１６０億円増加。

・また変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工の実施により、事業期間が４年延伸。
・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業管理に努めていきます。

供用済
事業中

15

全体事業費
増減額

（令和３年度再評価） （令和５年度再評価）

３７３億円 ５３３億円 増 １６０億円

事業期間
増減年数

（令和３年度再評価） （令和５年度再評価）

２３年 ２７年 増 ４年

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至旭川

至稚内

名寄IC

② 構造物
基礎工の見直し

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

③ 中央分離構造の見直し
④ 立入防止柵の見直し

士別剣淵IC

⑤ 防雪柵の追加
① 軟弱地盤
対策工の見直し

※

※費用便益比算定上設定した事業期間

【士別剣淵～名寄】



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①軟弱地盤対策工の見直し（約６８．８億円増）

・当初、既存文献や周辺既往調査結果から軟弱層を想定し、盛土沈下対策として緩速載荷盛土工法を採用。
・用地取得後の地質調査において、想定より厚い軟弱層を確認したことから、盛土沈下対策として盛土の余盛厚

を見直し、盛土安定対策として地盤改良（中層混合処理）を追加。

２．事業の必要性等

16

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至稚内

名寄IC

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

① 軟弱地盤
対策工の見直し

緩速載荷盛土工法［当初］

基盤層

軟弱地盤層厚
3.6ｍ

余盛厚(0.5m)

［変更］ 緩速載荷盛土工法及び
地盤改良（中層混合処理）

余盛厚(2.0ｍ)

軟弱地盤層厚 8.2ｍ

基盤層
地盤改良

(中層混合)
深さ8.2m、

幅9.4m



置換基礎工 地盤改良（中層混合処理）

軟弱地盤層厚
3.6ｍ

置換基礎工

ボックス
カルバート

基盤層

（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等

17

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至稚内

名寄IC

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

② 構造物基礎工
の見直し（５箇所）

［当初］ ［変更］

② 構造物基礎工の見直し（約６．１億円増）

・当初、既存文献や周辺既往調査結果から軟弱層を想定し、置換基礎工を採用。
・用地取得後の地質調査において、想定よりも厚い軟弱層を確認したことから、地盤改良（中層混合処理）へ
見直し。

ボックス
カルバート

基盤層

軟弱地盤層厚
12ｍ

地盤改良
（中層混合処理）



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等

18

③ 中央分離構造の見直し（約１６．３億円増）

・当初、自動車専用道路の暫定２車線整備において、標準的なラバーポールによる簡易分離構造を採用。
・重大事故につながりやすい正面衝突事故の緊急対策について、国土交通省の方針に基づき、土工部や中小橋
（50m未満）において、ワイヤロープによる分離構造へ見直し。

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至稚内

名寄IC

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

③ 中央分離構造の見直し

［当初］ ［変更］ ワイヤロープによる分離構造ラバーポールによる簡易分離構造

側面図



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等

19

④ 立入防止柵の見直し（約２０．０億円増）

・当初、計画段階における調査の結果、事業計画地周辺で痕跡が確認されなかったため、標準型立入防止柵
（Ｈ＝１．５ｍ）で計画。

・道北地域において増加傾向にあるエゾシカとの衝突事故状況から、痕跡調査を実施した結果、事業計画地周
辺でエゾシカの痕跡が多数確認されたため、シカ対応型立入防止柵（Ｈ＝２．５ｍ）へ見直し。

至稚内

名寄IC

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

④ 立入防止柵の見直し

［当初］ ［変更］

シカ対応型立入防止柵（車両対応鋳型門扉）通常型立入防止柵（通常型門扉）

変更
H=2.5m当初

H=1.5m



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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⑤ 防雪柵の追加（約３４．８億円増）

・当初、既存文献の吹雪量から、吹雪対策として自発光式視線誘導標を採用。
・盛土実施済み箇所において、吹雪量や吹きだまり状況等を調査した結果、吹きだまりによる通行障害が発生
する可能性が高いことを確認したため、吹き止め式防雪柵を追加。

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至稚内

名寄IC

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

⑤ 防雪柵の追加

［当初］ ［変更］ 自発光式視線誘導標
＋吹き止め式防雪柵

自発光式視線誘導標

地吹雪状況

吹きだまり状況



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等

⑥ 資機材・労務単価の変動（約１５億円増）

・前回評価（令和３年度）後の資機材・労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

労務単価伸び率
（令和３年度基準）

主要建設資材単価伸び率
（令和３年度基準）

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

R3 R4 R5

鋼材（異形棒鋼D16）SD295
鋼材（H形鋼）
生コンクリート（RC-2-1)
アスファルト密粒度ｱｽｺﾝ13(再生材)
石油（軽油）

鋼材(異形棒鋼)
（１．４４）

石油(軽油）
（１．３０）

鋼材（Ｈ形鋼）
（１．３８）

アスファルト
（１．２４）

生コン（１．２６）

21

普通作業員（１．１０）

交通誘導員B（１．１２）

鉄筋工（１．０９）
法面工（１．０８）

橋りょう特殊工（１．０３）

※鋼材、石油：旭川管内単価
生コン、アスファルト：士別・名寄地区単価

※北海道内単価

（年度）
（年度）



（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

・当初、標準的な鋼製階段を採用。
・設計要領の改定に伴い、簡易型階段へ見直し。

⑦ コスト縮減 法面点検用階段の見直し（１．０億円減）

２．事業の必要性等

22

［当初］ ［変更］ 簡易型階段鋼製階段

士別剣淵～名寄 延長24.0km 事業主体：国土交通省

至稚内

名寄IC

な
よ
ろ

ほ
う
え
い

終
点

名
寄
市
字
豊
栄

起
点

士
別
市
南
町
東

し
べ
つ

み
な
み
ま
ち
ひ
が
し

⑦ 点検階段の見直し⑦ 点検階段の見直し



２．事業の必要性等
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全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

５３３億円 ５，１００ 令和５年度

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ/Ｃ)

経済的
内部収益率

（EIRR）６６７億円 １５０億円 ３０億円 ８４７億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

１．２ ４．８％
６１０億円 ８２億円 ６９２億円

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

交通量 ５，１００ ±１０％ １.１～１.４

事業費 ４９３億円 ±１０％ １.２～１.２

事業期間 ２７年 ±２０％ １.２～１.３

費用便益分析

感度分析

基本条件

（3）事業の投資効果（費用便益分析 –事業全体- ）

注1）費用及び便益の合計値は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。



２．事業の必要性等
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全体事業費 計画交通量（台／日） 基準年

５３３億円 ５，１００ 令和５年度

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ/Ｃ)

経済的
内部収益率

（EIRR）６６７億円 １５０億円 ３０億円 ８４７億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

３．９ １８．０％
１３４億円 ８２億円 ２１６億円

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

交通量 ５，１００ ±１０％ ３.５～４.４

事業費 １５５億円 ±１０％ ３.７～４.２

事業期間 ７年 ±２０％ ３.９～４.０

注1）費用及び便益の合計値は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

基本条件

費用便益分析

感度分析

（3）事業の投資効果（費用便益分析 –残事業- ）



２．事業の必要性等

25
※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。
※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

令和３年度

再評価時点

令和５年度

再評価時点
備考

（前回評価からの主な変更点）

延長 Ｌ＝２４．０ｋｍ Ｌ＝２４．０ｋｍ

計画交通量 ４，１００台/日 ５，１００台/日

・将来交通需要推計の見直し
令和３年度：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）

令和１2年度将来交通量の推計値
令和５年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）

令和22年度将来交通量の推計値

総事業費 約３７３億円 約５３３億円

・軟弱地盤対策工の見直しによる増
・構造物基礎工の見直しによる増
・中央分離構造の見直しによる増
・立入防止柵の見直しによる増
・防雪柵の追加による増
・資機材・労務単価の変動による増
・法面点検用階段の見直しによる減

総費用
Ｃ

約５３１億円
（基準年：令和３年度）

約６９２億円
（基準年：令和５年度）

・総事業費の変更による増
・基準年の変更による増

総便益
Ｂ

約５５７億円
（基準年：令和３年度）

約８４７億円
（基準年：令和５年度）

・基準年の変更による増
・原単位の変更による増
・計画交通量の増
・事業期間の延伸による減

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．１ １．２

（3）事業の投資効果（費用便益分析 前回評価との比較 ）



項目 細目
金額

事業全体 残事業

費用便益比
（B/C）

総費用
C

C=６９２億円 C=２１６億円

総便益
B

B=８４７億円 B=８４７億円

B/C B/C＝１.２ B/C＝３.９

地域の特殊性を
考慮した便益
（※）

総便益
B

B＝１２８億円 B＝１２８億円

救急医療改善効果 B＝７８.１億円 B＝７８.１億円

余裕時間の短縮による効果 B＝４６.３億円 B＝４６.３億円

夏期観光時期のアクセス向上効果 B＝０.４億円 B＝０.４億円

CO2排出削減による効果 B＝３.４億円 B＝３.４億円

便益試算値を考慮したB/C B/C＝１.４ B/C＝４.５

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※費用・便益については、基準年における現在価値後の値

（3）事業の投資効果【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】
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２．事業の必要性等



・当該事業は、平成１５年度に事業化、平成１９年度に工事着手。
・用地進捗率９６％ 、事業進捗率９０％ （６３％）
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

３．事業進捗の見込み

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和５年度
北海道における事業計画（Ｒ５年４月）ベース

※用地進捗率は面積ベース
（令和５年３月末時点）

※事業進捗率の（ ）内は事業費増額後の進捗率
（令和５年３月末時点）
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４．関係する地方公共団体等の意見

期成会等名称 会長等
主な構成

メンバー
要望内容

北海道開発幹線自

動車道道北建設促

進期成会

士別市長

士別市、旭川市、稚内市、名寄市、留

萌市、富良野市、紋別市、鷹栖町、比

布町、和寒町、剣淵町の首長、上川町

村会会長、宗谷町村会会長、留萌町

村会会長、士別市議会議長及び士別

商工会議所会頭

産業経済の活性化、観光振興などに必要不可欠なほか、高次医療機関に乏し
い道北地域においては、第二次・三次医療機関への救急搬送など救急医療や
防災など安全・安心な暮らし実現のために必要不可欠な区間である北海道縦貫
自動車道 士別剣淵～名寄間の早期完成を要望

高速自動車国道旭

川名寄間建設促進

期成会

士別市長

士別市、名寄市、下川町、比布町、和

寒町、剣淵町、美深町、音威子府村及

び中川町の首長並びに議会議長

北海道上川地方総

合開発期成会
旭川市長

旭川市、士別市、名寄市、富良野市、

中富良野町、鷹栖町、美瑛町、下川町、

中川町、当麻町、上富良野町、音威子

府村、東川町、東神楽町、愛別町、南

富良野町、和寒町、美深町、比布町、

上川町、占冠村、剣淵町、幌加内町の

首長及び議会議長、上川町村会長及

び上川町村議会議長

広大な面積を有する本道の物流効率化、広域観光そして地域間の均衡ある経

済の発展と緊急医療、通院通学等生活領域の拡大を図る上で必要不可欠な社

会資本として、高規格幹線道路網の整備が重要課題であり、北海道縦貫自動車

道 士別剣淵～名寄間の整備促進を要望

旭川市 旭川市長 旭川市

広域分散型社会を形成している北海道においては、さらなる地域の発展と生活・

生産の向上を図る上で、道路網の整備は緊急かつ重要な課題であり、北海道縦

貫自動車道 士別剣淵～名寄間の整備促進を要望

道北商工会議所連

合会

道北商工会

議所連合会

会頭

道北商工会議所連合会

旭川、稚内、滝川、留萌、深川、名寄、

砂川、富良野、士別、芦別、上砂川、

歌志内、赤平の各商工会議所の会頭

道内の他圏域との移動に多大な時間を要する当該地域にとって、地域の競争力、
成長力を決定付ける重要な要素となり、更なる物流の効率化・地域産業の活性
化・観光需要の促進につながる北海道縦貫自動車道 士別剣淵～名寄間の整
備促進を要望
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４．関係する地方公共団体等の意見
◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

「北海道縦貫自動車道士別剣淵～名寄」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。
当該事業は、高速ネットワークの拡充による道北圏と道央圏の連絡機能の強化を図り、地域間交流の活性化及び物流効率化等を支援

するなど、経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、早期供用を図るようお願いいたします。
なお、事業の実施にあたっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層の徹底したコスト縮減を図り、これまで以上に

効率的・効果的な執行に努めるようお願いいたします。
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表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値

・北海道縦貫自動車道 士別剣淵～名寄は、高速ネットワークの拡充により、道北圏と道央圏の連絡機能
の強化を図り、地域間交流の活性化及び、物流効率化等の支援などに寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため、事業継続を原案
としてお諮りいたします。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

項目 細目
内容

事業全体 残事業

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

３便益によるＢ／Ｃ
・走行時間短縮 ・走行経費減少
・交通事故減少

Ｂ／Ｃ＝1．2 Ｂ／Ｃ＝3．9

地域の特殊性を
考慮した便益の検
討

救急医療の改善効果 Ｂ＝７８.１億円（※） Ｂ＝７８.１億円（※）

余裕時間の短縮による効果 Ｂ＝４６.３億円（※） Ｂ＝４６.３億円（※）

夏期観光時期の混雑緩和 Ｂ＝０.４億円（※） Ｂ＝０.４億円（※）

CO2排出削減による効果 Ｂ＝３.４億円（※） Ｂ＝３.４億円（※）

便益試算値を考慮したＢ／Ｃ Ｂ／Ｃ＝１.４（※） Ｂ／Ｃ＝４.５（※）

事業の整備効果

活力
物流の利便性向上

＜水産品の流通利便性向上＞
・市場や物流拠点への定時性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、水産品の流通利便性
向上が期待される。

＜農産品の流通利便性向上＞
・混雑する市街地を回避し、物流拠点等への定時性及び速達性の高い輸送ルートが確保され、
農産品の流通利便性向上が期待される。

＜生体牛の流通利便性向上＞
・輸送中のストレスの低減が図られる速達性及び安定性の高い輸送ルートが確保され、生体牛
の流通利便性向上が期待される。

観光地への利便性向上
・高速ネットワークが拡充され、主要観光地へのアクセス性が向上することで道北地域の広域観
光の活性化が期待される。

暮らし 救急搬送の安定性向上 ・名寄以北地域から旭川市等の高次医療機関への救急搬送時間が短縮され、救急搬送の速達
性・安定性向上が期待される。

安全 道路交通の安全性向上 ・物流等の広域交通と生活交通の分散が図られることで、隣接する名寄バイパスの事故率減少
同様の効果が期待され、道路交通の安全性向上が期待される。

環境 CO2排出量の削減 ・自動車からのCO2排出量７，３６２（t-CO2/年）の削減が期待される。

事業進捗の見込み 事業の進捗状況 ・令和５年３月末時点で、用地進捗率９６％、事業進捗率９０％

５．対応方針（案）
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